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　平成23年10月16日、社団法人日本3B 体操協会設立40周年記念香川大会に参加しました。ウインドヒルでは
平成21年４月より毎月1回、鎌田先生にお越し頂き、療育の一環として取り組んできました。当初はなかなか参加
できない利用者がいたり、参加していても動きがみなバラバラだったりしましたが、今では上手に体を動かすこと
が出来るようになりました。

　3.11以降、日本は大きく変わりました。
　未曾有の地震・津波災害そして原発事故と。悲しいことが続きましたが『かんばれ !日本』前に向かって
歩いて行きましょう。個人の力は小さくとも、みんなの力が結集すれば素晴らしい明日が開けます。ウイン
ドヒルの歴史も平成16年12月から歩み始め、8年目に入ります。昨今、障害者福祉を取り巻く環境は大きく
変わろうとしていますが、どんな変遷があろうとも、「自閉症」という重篤な障害と共に、生きにくい人生を
送っているこの人たちを支援して行かねばなりません。しかしながら、自閉症特有の症状である認知力の弱さ、
コミュニケーションの欠如、反復パターン的な行動など、社会的に自立をするための支援活動を阻む要素が
多くあり、支援以前の課題軽減が大きな障壁となっています。
　100人の自閉症がいれば、100 の自閉症診断がくだると言われる程、症状や状態は千差万別です。私たち
はこの障壁に"個別の療育"を創造することを念頭に置き、チーム力で日々取り組んでいます。行き詰まった時、
折れそうになった時、少し応援してください。また前へ進んで行きます。

施設長　　松原　正子

発行日2011年11月30日

3B体操
３B体操協会設立４０周年記念香川大会に参加

毎月お世話になっています。鎌田先生です。

ステージに立って

上手に体を動かす

利用者さん達です。



1

成長の軌跡 PART②

【ウオーキング・ジョギングについて】
　開所当時より利用者の体力作り、健康の増進、メタ
ボ予防などを目的に毎日、夕方の 1 時間程度行ってい
ます。利用者それぞれの年齢や体力に応じて 4 つのグ
ループに別れ、自分にあった適度な運動を心がけてい
ます。また集団で歩くことが苦手な方は『集団で歩く』
ことを目標に取り組んでいる方もいます。

第７号

　3回シリーズで『成長の軌跡』を特集していますが、今回は開所当
初から実施しているウォーキングやジョギングについての特集です。
ウインドヒルの豊かな自然を生かしたウォーキングコースは急勾配の
上り坂あり、土の斜面の下り坂ありで歩きごたえ十分です。開所当時
はなかなか足が進まない方もいましたが、今では皆さん汗をいっぱい
かきながら力強く歩いています。また体力自慢の方は敷地内のジョギ
ングコースを走り、より一層の体力作りに取り組んでいます。

●土の下り坂です。土ならではの地面の凹凸を
足の裏全体で感じています。自分で一歩一歩足
を踏み出す位置を確認しながらしっかりとした
足取りで歩いています。

●ウインドヒルで飼ってい
るモモとメリーも一緒に
ウォーキングをしています。

●ジョギングの様子です。
汗だくになりながら一生懸
命体力作りに励んでいます。

●１人で歩くのが苦手な方
はタオルを利用者同士で
持って歩いています。

●雨天時はストレッチや軽めの運動を行っ
ています。
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「地域のつどい」　ができるまで
第７号

●チラシの袋入れも自分たちで行っています。また
水上さんと一緒につどいに向けた作品作りに取り掛
かります。

● 1 週間位前から、毎日ご近所さん方にチ
ラシ配りに行きました。たくさんの人たちに
来てもらいたく頑張りました。

●本番の発表に向けて歌
やトーンチャイムの練習の
様子です。音楽リズムの時
間や夕食後の余暇の時間を
使い練習しています。

●前日はボランティアさん、保護者の方も来
られて利用者と一緒に会場の設営をしました。

◆８月上旬
お土産作り

◆９月下旬
チラシ発送の 準備・作品作り

◆10 月中旬
ご近所さん方に
チラシ配り

◆９月上旬
メッセージカードの制作

◆９月中旬
トーンチャイムの練習開始

◆前日
会場設営

感謝の
気持ちを
こめて

完成！！
テント村

●毎年、お盆のころからお土産作りがスタートしま
す。今年は竹細工とエコバック作りです。ウインド
ヒルでは蝉の鳴き声がにぎやかな季節です。

●今年のお土産のエコバックに貼っていたメッ
セージカードの製作の様子です。1枚 1枚、感
謝の気持ちを込めながら丁寧に書いています。

つどいに向けて
準備を

進めています
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●この日のために何か月も前から練習してきた「ヤング
マン」のダンスの発表です。一生懸命踊ることが出来ま
した。

池下先生の
音楽リズム発表

トーンチャイム演奏♪♪

会場全員で『会いたかった』体操！！

三木先生と一緒に歌おう♪
With　水上さん

利用者全員で「ヤングマン」のダンス

　10月 30日（日）、第 6回地域とのつどいが開催されました。
当日はお昼から雨が降り出しあいにくの天気となりましたが、
ご近所の皆さんなどたくさんの方々にお越しいただきました。
今年は 6回目を迎え益々盛大に開催することが出来ました。

今年は利用者も
バザーを
手伝いました。

●今年も「ニャー倶楽部」さまをはじめ、たくさんのボラン
ティアの皆さまに支えられ、地域とのつどいを開催すること
が出来ました。　
　ご協賛頂きました皆さま、ボランティアの皆さま、ほんとう
にありがとうございました。また、今年は、ウインドヒルとして
飴玉すくいコーナーを設置し、皆さんに楽しんでもらいました。
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●「会いたかった」体操では利用者だけではなく、
お越し頂いた皆さま全員で盛り上がることが出来ま
した。

●今年、初めての試みとして、地域の皆さまにも自
閉症を広く理解して頂くために、地域交流棟の一角
に『ウインブース』を設置しました。
　自閉症の障害特性、療育方法などのパネルや書籍
を設置し、一部書籍は販売も致しました。
　自閉症に特化した施設として今後も啓発活動にも
力を入れていきたいと思っています。

因藤さんの
サックス演奏
素敵な演奏を
ありがとうご
ざいました。

今村さんの『似顔絵』コーナー
デフォルメされた似顔絵
が大好評でした。

京都から参加の”てらきち”
さんコーナー
地域の方々にもお楽しみ頂き
ました。

シャボン玉コーナー
子どもに大人気でした。

坂口さんの『手作りおもちゃ』
コーナー
手作りの木のおもちゃの
ぬくもりにふれました。
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　ウインドヒルでは利用者の生活の質の向上のた
め、支援員は積極的にいろいろな研修に参加してい
ます。自閉症の障害特性から、支援者には専門的な
知識や支援技術が求められています。

高松市健康福祉部こども園運営課より依頼があり、今年で 3年目の研修です。
保育現場において、自閉症の障害特性を理解し、将来、どんな障害があっても、人として、
社会に喜んで受け入れられる人に成長をさせてあげたい。
そのためには、幼児期に押えていなければいけないポイントは何であるか。
また、悩み多い保護者さんとの関わり方、メンタル面のサポート等について研修しました。
高松市健康福祉部こども園運営課より頂いた御礼文を掲載いたします。

●平成23年７月21日～ 22日
第53回　中国・四国地区知的障害関係職員研究協議会　高知県

　高知県で竜馬の志しと入所施設の現状を勉強して
きました。この研修で学んだことを生かしてよりよ
い支援につなげていきたいと思っています。

支援員　村川文生

●平成23年８月25日～ 27日
第19回　自閉症セミナー「認知発達治療の理論と実践」　東京都

　認知発達治療において専門的な知識を得ることが
できました。この講習で知り得た知識を無駄にする
ことなく職員間で共有し、職場で活かしたいです。

　　　　　　支援員　空本紋子

●平成23年９月７日～９日
第49回　全国知的障害者福祉関係職員研究大会　栃木大会

　全国大会であり福祉に関わる職員の多さを改めて
実感する研修大会でした。講演や各施設の取組を聞
く機会に恵まれ、今後の福祉に求められるグローバ
ルな対応や様々な取組に心が動き、業務に一層励み
研鑽を積んでいきたいと思料しました。このような
機会をいただき心より感謝しております。

支援員　松村真美

研 修 の 報 告

高松市立保育所の障害児保育担当者55名の保育士さんが
自閉症について理解を深めるためにウインドヒルにて研修
をされました。

●平成23年11月17日～ 18日
第25回　全国自閉症者施設協議会　岐阜大会

　全国大会に参加をさせていただいて、自閉症者と
そこを取り巻く状況の最前線を知ることができ、ま
た、そこに集う、全国の自閉症者への支援に携わる
方たちとのコミュニケーションを図ることができた
ことも良い経験となりました。日々、利用者支援に
あたる中での課題や悩みもウインドヒルの中だけで
はないということ。全国で、同じように毎日、支援
に利用者に向き合っている仲間がいるということを
強く感じました。

生活主任　鈴木克幸

●平成23年11月17日～ 18日
平成23年度　香川県知的障害者福祉協会県外施設視察研修　奈良県

　奈良県にあります社会福祉法人青葉仁会の視察に
行ってきました。入所施設やケアホームなど多角的
に運営している社会福祉法人でした。ウインドヒル
が新体系に移行するにあたり、事務的な手続きやケ
アホームの運営などいろいろなことを教えて頂きま
した。　

支援員　東川貴洋

　その他、下記の研修にも参加しました。
『平成23年度　自立支援法に基づく障害者支援施設研修会』
『平成23年度　強度行動障害支援セミナー』
『平成23年度　相談支援従事者初任者研修』
『平成23年度　サービス管理責任者研修』
『平成23年度　福祉の職場等研修担当者養成研修会』

　先日は御多忙中にもかかわらず、３日間にわたり大勢の職員に施設見学や学びの場
を提供していただき、誠にありがとうございました。
　施設長様を始め諸先生方には、自閉症に対する理解を深め、障がい児保育をすすめ
ていくうえでの子どもや保護者に対する支援のあり方はもとより、人が人としての尊
厳を守られ、人の中で生きていくための人間らしい豊かな支援等について、大変多く
のことを学ばせていただきました。
　これからも一人一人の子どもや保護者の立場にたち、個別のかかわりを大切にした
保育への取組みや、問題提起をしていただいた臨床的アプローチについても、さらに
自己研鎖を積み重ね専門性を高めていきたいと存じます。
　今後とも連携をとりながら、御指導、御協力のほどよろしくお願いいたします。
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新体系移行に向けたウインドヒルの取り組み
　平成 24年度から新体系に移行するにあたり障害福祉サービスの考え方が大きく変わります。現在は入所型の施設
を利用するということで障害福祉サービスの利用が完結しています。新体系での障害福祉サービスの考え方では利用
者の「日中活動の場」→「日中の福祉サービス」と「夜間の生活の場」→「夜間の福祉サービス」を明確に分けます。

　社会福祉法人ポム・ド・パンの
ホームページをリニューアルしま
した！！
　当法人からのお知らせやウイン
ドヒルでの取り組みなどを随時更
新していますので是非ご覧くださ
い。スマートホンからは左のＱＲ
コードから読み取れます。

アドレス：
http://www.pomme-de-pin.or.jp/

以下のそれぞれのサービスについての説明は厚生労働省のホームページからの抜粋です。

現在のサービス H24年４月からのサービス
日 中 夜 間 日 中 夜 間

 施設入所 施設入所
生活介護生活介護

就労継続B型就労継続B型

施設入所施設入所

共同生活介護（ケアホーム）共同生活介護（ケアホーム）

●生活介護
常に介護を必要とする人に、昼間、入浴、排せつ、
食事の介護等を行うとともに、創作的活動又は
生産活動の機会を提供します。

●施設入所
施設に入所する人に、夜間や休日、入浴、排せつ、
食事の介護等を行います。

※在宅者向けの短期入所事業（ショートステイ）は現在と変わりありません。

●就労継続Ｂ型
一般企業等での就労が困難な人に、働く場を提
供するとともに、知識及び能力の向上のために
必要な訓練を行います。

●共同生活介護（ケアホーム）
夜間や休日、共同生活を行う住居で、入浴、排
せつ、食事の介護等を行います。
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社会福祉法人
ポム・ド・パン

ウインドヒル『地域交流棟』を利用しませんか
100名程度の研修会などに使用できます。スポーツにも… 卓球台を備えてい
ます。ダンス、舞踏や音楽練習などに使用できます。利用料は無料。エアコン
利用の時のみ、光熱費として 1 時間につき500 円必要となります。
間合先 : 知的障害者更生施設ウインドヒル　TEL:087-888-4277  050-3734-6707



社会福祉法人ポム・ド・パン後援会会員（敬称略・順不同） 後援会コーナー

三好美千代 藤川　奈々 長尾　博子 榑谷　　学 福田　宣央 安倍　晶子 吉本　洋子 村上真喜子 額田　良子 白井　麻美 鹿庭　慶子
遠藤　能成 横井　敏子 乃村あゆみ 武岡　純子 黒田　　猛 松本ミサ子 竹田　美香 山田　明理 吉坂　夕子 山田さとみ 寒川　妙子
松村　真美 東川　貴洋 空本　紋子 中山美由紀 松原　健太 福本　一裕 松尾　能之 白井　徳子 村川　文生 竹内　俊介 和田真由美
鈴木　克幸 鈴木　裕子 鈴木幸太朗 和田　則昭 西形　　穣 西形　涼子 西形菜々美 和田　龍兵 鈴木　幸市 松原　　廣 松原　正子
三好　　勉 三好　智子 藤井　照仁 藤井　彰子 冨田　トエ 浅岡加寿子 吉田　竜平 渕崎　輝一 岡内　俊雄 三谷　善則 今滝　知子
前田　祥二 三好喜久子 岩部　雅人 村山　　昌 宮𥔎　昭子 宮𥔎　　成 鶴見　　巽 鶴見　弘子 横井　和子 横井　孝司 安藤美智子
堤　　千晃 東川　里美 湯浅美智子 田中まち子 大熊　弘子 細川　秀夫 中野真貴子 大西利喜子 高木　春美 河北　　豊 松原　　馨
三木　　洋 吉村　敬子 吉村　正則 吉村繁三郎 吉村　和子 田中　輝明 真鍋　康徳 豊島　和治 安西　秀雄 安西　政美 宮崎　　歩
土居　悦子 近藤　　勝 三好　悦子 北條美代子 愛川　幸子 安藤　利政 三木　スミ 三木　隆文 高橋由佐子 佐光　昭二 杉原由美子
坂口　敏子 猪塚　正章 猪塚　和子 石本　寛文 藤田　和代 宮武　　宏 宮武　孝宏 杉崎　行春 川井　浩三 近藤　文男 近藤　香織
横田　　忠 谷川　博彣 谷川　桂子 谷川　　聡 田岡　博雄 竹野内政子 西丸　喬善 山縣　尚昭 堀　　仁美 鈴木　　遥 山本　信二
黒嶋　正子 宮𥔎　　光 藤岡　　剛 小山　敦弘 坂口　麗子 中井　義昭 新名　義隆 新名　義弘 松本　建男 石元　信子 山下真理子
岡　　康弘 瀬谷　之人 三好　紀子 中川　英世 三谷由岐子 松木知恵子 増田　泰子 美浦　称一 塩本　洋子 安原　真理 安原　依子
小西　朋子 朝目　光顕 朝目　由紀 安藤　敏典 青井　美彦 滝　美知子 舟橋　裕子 梶原由紀子 幸田加津子 桑田　悦子 後藤　博幸
後藤加代子 大宅　秀美 平井　卓也 大橋　光政 大橋美由紀 猪尾満喜子 小山美千代 小山　洋介 西原アイ子 高木美枝子 高山　照子
武田　崇香 三木　隆司 真鍋　幸恵 橋本　弘恵 三谷志津夫 三谷　　文 三谷　ふき 三谷　周子 荒木　　廣 坂本　厚子 亀岡　　哲
西原　扶行 遠藤　定則 宮宇地　峻 大内知代美 高木　俊幸 大西　規子 大川　　和 石井　　寛 内園　昭一 金川　謙二 金川　恵子
金川　大介 多田　準一 山本　　斐 中山　節子 片桐　　泉 片桐　正晶 西山　史郎 西山　圭子 白川　　勉 山西　大介 歳森登喜恵
清水　芳子 徳永　国広 大垣　博信 安部　友紀 築山　浩二 山西　　明 箭崎　嘉孝 高橋　和宏 福岡　茂雄 松下　　学 松下　綾子
西原　武夫 武内　京子 水谷　佳弘 伊豆野美代子 松川　愛子 山地　明美 畠山　一夫 畠山　　進 藤田　容三 藤田美代子 藤田　洋志
和泉久美子 池内　恭子 真嶋　邦子 植原　静夫 渡辺　恒子 池下　律子 伊賀　宏文 森　ヨシ子 森　　仁志 沖野　貴子 筒井　政志
筒井　育子 中山　里美 黒川智恵子 細川　雅永 藤岡　重朝 藤岡ツヤ子 藤岡　正温 松本　淳子 藤田　共子 松木　珠子 大矢三千代
田中トシ子 田中久美子 田中　茂行 田中　真弓 桑田　尚悦 羽間由紀子 細井　　香 柿内　孝子 柿内　浩樹 森　　正幸 井上　隆子
竹田　俊夫 藤岡　幸弘 山本　清子 石井　博文 兵頭　政菊 横田敬一郎 木内　茂巳

◆個人会員

◆団体会員
㈱一陽パック	 アイ・プロジェクト　㈱たまも　ツツミ医院　㈱合田工務店
㈱生コン輸送	 田中電気保安管理事務所	 	 ㈱遠藤米穀店
㈲高島産業	 自由民主党香川県第一選挙区支部	 ㈱百十四銀行空港口支店
㈲久間薬局	 ㈲香南鉄筋	 ㈱トミタ		 四国旅客鉄道株式会社
㈲雄興業		 ㈱ミネック	 ㈱ムーミー 　　　（医）いずみ内科医院

平成23年4月〜平成23年11月末日現在
以上の方々にご入会頂きました。
本当にありがとうございました。

保護者会コーナー
「
地
域
と
の
つ
ど
い
を
終
え
て
」

　

ウ
チ
の
息
子
は
も
う
何
週
間
も
前
か

ら
”
地
域
の
つ
ど
い
“
を
楽
し
み
に
し
て
、

当
日
の
天
気
を
と
て
も
気
に
し
て
い
ま
し

た
。
前
日
、
明
日
は
雨
の
予
報
に
「
雨
は

ど
れ
く
ら
降
る
ん
や
ろ
う
か
」
と
気
を
も

ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　

当
日
の
朝
、
大
雨
で
な
い
こ
と
に
ホ
ッ
と

し
、
ウ
イ
ン
ド
ヒ
ル
に
向
い
ま
し
た
。
親
達

は
く
も
り
空
の
中
バ
ザ
ー
用
品
を
運
ん
だ

り
、
売
り
場
を
決
め
た
り
と
忙
し
く
し
て

い
る
う
ち
に
開
会
の
連
絡
、
そ
れ
で
も
早

く
か
ら
お
客
さ
ん
が
来
て
下
さ
り
、
会
場

に
入
れ
ま
せ
ん
。
今
年
は
バ
ザ
ー
の
品
々
も

す
べ
て
が
完
売
状
態
、
交
替
し
な
が
ら
チ

ラ
ッ
チ
ラ
ッ
と
交
流
棟
を
の
ぞ
い
て
楽
し
そ

う
な
息
子
の
ピ
ー
ス
サ
イ
ン
を
見
て
又
あ

わ
た
だ
し
く
売
店
に
戻
り
ま
し
た
。

　

昼
過
ぎ
か
ら
雨
が
降
り
出
し
と
て
も
残

念
で
し
た
が
な
ん
と
か
終
了
。

　

多
く
の
方
々
か
ら
暖
か
い
協
賛
を
頂
き

ウ
イ
ン
ド
ヒ
ル
が
地
域
の
方
々
に
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
る
こ
と
何
よ
り
も
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。
又
、
バ
ザ
ー
に
参
加
し
て
下
っ

た
ニ
ャ
ー
倶
楽
部
（
食
バ
ザ
ー
）、
白
鳥
園
、

あ
じ
さ
い
、
高
知
ア
イ
ス
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み

ん
と
に
感
謝
で
す
。「
て
ら
き
ち
さ
ん
」、
今

村
さ
ん（
イ
メ
ー
ジ
イ
ラ
ス
ト
）、因
藤
さ
ん
、

手
作
り
木
の
お
も
ち
ゃ
屋
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
い
つ
も
ご
指
導
頂

い
て
い
る
三
木
先
生
、
水
上
さ
ん
、
池
下
先

生
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
た
り
前
の
事
な
が
ら
、
年
々
年
を
重

ね
、
い
つ
ま
で
行
事
に
参
加
し
て
や
れ
る
か

と
思
い
つ
つ
も
、
出
来
る
だ
け
長
生
き
を
し

て
子
と
共
に
思
い
出
を
積
み
重
ね
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

施
設
長
は
じ
め
職
員
、
支
援
員
の
皆
さ

ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｄ
棟
三
谷
良
平　
母　
三
谷　

文

　今年も盛大に『第6回地域とのつどい』を開催することが出来ました。皆さまのご協力の
おかげで参加者は年々増え続けています。今年は雨だったのにもかかわらず、式典が行われた
地域交流棟に入りきれないほどたくさんの人たちにお越しいただきました。式典をご覧いたた
けなかった方、申し訳ございませんでした。
　『第6回地域とのつどい』を通してウインドヒルは地域の方々、ボランティアの方々、関係
者の方々、保護者の方々など、ほんといっぱいの人たちの温かい想いに支えられた、幸せな施
設だと感じました。ご協力いただきました皆さま、ほんとうにありがとうございました。今後
ともよろしくお願いします。

メリー♀（年齢非公開）
2006年12月にウインドヒ
ルに来ました。

モモ♀
2006年１月生まれ。

編集後記

　社会福祉法人ポム・ド・パン後援会は、ポム・ド・パンが運営する
知的障害者更生施設「ウインドヒル」をサポートするために作られました。
　利用者一人ひとりを大切にした理想的な療育を行い、なおかつ今後
長期にわたり、法人の運営、施設の整備を継続的に発展させてゆくには、
多くの方々のご支援が是非とも必要なのです。
　何卒、私達の趣旨をご理解いただき「社会福祉法人ポム・ド・パン
後援会」にご入会下さいますようにお願い申し上げます。

ご入金方法

年会費 個人会員　一口　3,000 円
団体会員　一口 10,000 円

口座番号　01690−3−74305
口座名称　社会福祉法人ポム・ド・パン後援会

郵便振替口座（料金加入者負担）

社会福祉法人ポム・ド・パン後援会のご案内

第７号


